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奈良大学統合情報処理システム(NUKE)の 概要(III)

情報処理センター 今 泉 重 夫

1.は じめ に

本 学 におい て も、情報 処理環 境 の着実 な整備 を行 って、情報 資源 の ネ ッ トワー ク化 を図

り、 ス ーパ ー コ ソ ピュー タ、 ワー クステ ー シ ョソ(WS)、 パー ソナル ・コソ ピュー タ

(PC)等 の資 源 の共有 化 を図 って来 た。 この システ ムを"NUICE"(旦ara旦]iversity

IntegratedComputerEnviroment)と い う。利用 者 か らは 自分 の仕 事 に最適 な シス テム

と ソフ トウェアを利 用 して、 あた か も自分 がそ の情報環 境 を専有 して い るかの よ うに利用

出来 る。 これ らにつ いては、別 の記事 を参 照 してい ただ きたい。1～4)

NUICEシ ステ ム が導 入 され て2年 余 が経 過 し、 この 間利用 者 も増加 し、有効 的 に情 報

資 源 が活 用 されて来 ま した。 現 在 、外部 とIP接 続 す る計 画 が あ り、 また、 一時 期 に多数

の統計処 理(SAS)を 実 行 す る場 合 、利用 す るWSの 位 置 に よ って 、サ ーバー機 の接続 法

の差異 な ど不都 合 も生 じて い ます。 これ らの改 良点 や強化 点 な ど、本稿 で解説 します。

前 か ら要望 の あ りま した"利 用 の手引 き"書 も多 くの教 員 の協 力 に よ り発刊 す ることが

出来 ま した5)。短 時間 で書 いた た め、充 分 な点 検 、確認 な ど時間 が あ りません ので 、 内容

が不充 分 か も知 れ ませ んが 、今後 、改 めて よ り使 いやす い手引 き書 に した い と思 って い ま

す。

2.新 シ ステ ムにつ いて

NUICEシ ステ ム も、順調 に運 転 され て、利用 環 境 もユー ザー の意見 を取 り入 れ て度 々

改 め て来 ま した。 本年 はwsの ネ ッ トワー クを全 面的 に改訂 し、環境 設定 もws(ipc機 、

35台 分)に つ いて は、学生利 用 の便 を はか って 出来 るだ け同一設定 と しま した。詳 しい解

説 につ いて は、別 の記 事 を参 照 して い ただ きた い6)。新NUICEシ ステ ムをFig1に 示 し、

特 に、WSの まわ りの拡張 図をFig2に それ ぞれ 表 わ して お きます 。 なお、ACOS430/70

機 は、型 も古 く、利 用者 が少 な く、保守 がむ つか し くな って来 たた め、平 成7年3月 末 を

もって運 転 を中止す る予定 に して い ます。 ネ ッ トワー ク ・システ ムを変 更 したた め、 ア ド

レス もセ グ メ ソ ト2か ら切 り離 し、 新 た に セ グ メ ソ ト5を 設 置 し ま した 。 これ ら

Ethernetア ドレスを別 表1(① ～⑤)の 通 り再 設定 した。
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3.Ethernetに ノー ト型 パ ソ コン(PC9801nv)を 接続 す る。

セ ソター 内 には、Ethernet7)(IEEE802.3,10Base-5)が 、5セ グメ ソ トに分 けて配

線 され、 これに ス0パ ー コソ ピュー一タ(Convex)、40台 余 のWS,130台 余 のPCな どがネ ッ

トワー ク化 され て い る。 来 年 度 は これ を 延 長 し、 かつ 、 外 部 とIP接 続(ORIONSと

SINETに 加入)し 、 キ ャソパ ス情報 ・ネ ッ トワー ク化 にす る予定 に な ってい る。 この た

め、 セ ソター外 に、 多数 の パ ソ コ ソ、 ワー ク ・ステー シ ョソの接 続 が予定 され て い る。

Ethernetケ0ブ ル に トラソシー バー(Mau)を 付 け、 これ よ りハ ブ(HUB)ま た は ア ダ

フ.ター(A)を 介 して、10Base‐Tに 変i換 し、非 シー一ル ド ・ツイ ス トペ ア(UTP)線 に よ

り、各利用 者 の機器(主 に パ ソ コソ)に 接 続す る ことにな る。 この場 合、 国際標 準 プ ロ ト

コルで あ るTCP/IP(TransmissionControlProtocol/lntemetProtocol)を 利用 す る。

利用 パ ソ コソについて は、各種 の機 種 が予 定 されて い るが、情報 処理 セ ソターが保 有す る

ノー ト型パ ソ コソ(PC9801nv)を 利用 す るケー スが多 い と予 想 され る。 この場 合問 題点

がい くつか あ る。 まず 、 プ ロセ ッサ0(CPU)が 、V30(8086,80186)と 古 く、機 能 も劣

る。主 記憶 装置 も640KBで 、 しか も、 フ ロ ッピー ドライ ブ装 置(FDD)1台 で作 業 を行

うの で、 かな り制限 が厳 しい、 この ため、TCP/DPの 全 機 能 の搭 載 を あ き らめて 、基 本的

に必要 な仮想端 末機能(telnet)、 フ ァイル転送(ftp)を 組 込 み、NFS(NetworkFile

System)を 除 いた。 これで通 常 の利 用 に支障 は起 きない。

3・1PC9801nvに つ いて

この ノ0ト 型 パ ソ コソを ク ライア ソ ト機 と して利 用 す るには 、CPU性 能 も古 く、記憶

容量 も少 ない だけ で な く、 ハー ドデ ィス ク(HD)装 置 も附属 してい な いの で、TCP/IP

を組み込 む作業 はかな り苦 しい。 これ ら機 能 を少 しで もカバー出来 る機能 を有す るイ ソター一

フ ェー ス(1/F)を さがす ことか ら始 ま る。 まず 、CPUと メモ リー一につ いて整理 す ると表

1の よ うにな り、拡 張 メモ リー(EMS)を 使 って も、 メモ リ管理 が簡単 で ない。 そのた

表1プ ロセ ッサーとメモ リー

CPU モ ー・ ド メモ リ管理規格 特 記

V30

80186

8086

リアルモ0ド
1・0バ ソ ク

ハ ー ドウ エ アEMS

1MB以 上 の メモ リはCPUが 直接使 用 出来

ない。拡張 メモ リの内容は メイ ソメモ リ0
を持 って来て使 う。

80286
プロテク ト

モー ド
XMS

1MB以 上 の メモ リー もCPUが 直接使 用 で
きる。拡張 メモ リはプ ロテ ク トメモ リと言

われてい る。

80386

80486

Pentium
仮想86モ ー ド

VCPI
DPMI

仮想EMS

プ ロテ ク トメモ リを1MBつ つ区切 って複

数の8086メ モ リ空 間があ るよ うに見 え る。

70一



「奈良大学情報処理セソター年報}ね5」

め、主記憶(コ ソベ ソシ ョナル ・メモ リー)は 、640KBと して、 出来 るだ け メモ リー を使

わ ない1/Fを 選 ぶ必要 が あ る。 す な わ ち、1・0方 式 に よ りパ ソ コソ本体 の メイ ソメモ リー

を使 用せ ず、 わず らわ しい メモ リー設定 も不必 要 な方式 を選 ぶ必要 が ある。 また 、接 続方

法 も ノー ト型 パ ソコソの場 合、拡張 バス コネ ク ター に直 接接続 す る方 式 が、接 続容 易 のみ

な らず、外観 的 に もよい。 ドライバ0ソ フ トにつ いて も留 意す る必要 が あ り、出来 るだけ

メモ リーを節 約す る タイプ を選 ぶ必要 が あ る。 そ の他、 イ ソス トール、環境設 定 が容易 で

あ る こと、各種 の ドライバー ソフ ト(NetWare、10NET、LANManager、UND(な ど)

が利 用 出来 る こと、 ネ ッ トワ0ク 通信状 態 のモ ニ ター が容 易 に出来 る こと、 もち ろん、価

格 について も高 くな い ことが大切 で あ る。 これ らの条 件 を満 たす もの と して は、

TCP/Pボ ー ド・ア ダプ タ0と して

・CentreCOMME1501(10Base-T用 、 ア ライ ドテ レシス社製)

TCP/IP通 信 ソフ トウェア と して

・CentreLANPC/TCPver.4.0(ア ライ ドテ レシス社 製 品)

が最良 の選択 であ る。

3・2イ ンス トー ル作業 と環境設 定

1/Fア ダプ ターを ノー ト型 パ ソ コソに取 り付 けて、 ドライバー ソフ トをイ ソス トール し、

利用 環境 を設 定 し、運用 を開始 す る まで の手順 を、Fig3に 示 した。 その手順 は、

Fig.3イ ンス トー ル か ら運 用 まで の流 れ 図
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①TCP/IPア ダプ ター(1/F基 板)の 取 付 け は、 パ ソ コソの 電源 をOFFに して 、注 意深

く行 い、そ の後 ネ ジを固 く締 めて お く。拡 張 バ ス コネ クター の ピソが欠 けた り・ 曲 った

り して接触 不 良に な るので要 注意 で あ る。

②HUBま たはA(ア ダプ タ・一)とTCP/IPイ ソター フェ0ス 間 を ッイ ス トペ アケー ブル

で接 続す る。 ケー ブル線 を軽 く引 っ張 って も抜 け ない ことを確 か め る。 この ケ0ブ ル線

は脱 着 が容易 に行 え る ことが特徴 で もあ る。

③ 次 に、診 断 プ ロ グラム(CFG1000.EXE)に よ りハ0ド ウェア設 定 、 ア ダプ ター設 定

な ど正 常 に動 作 す るか を試 験す る。 問題 が な ければ 良い が、1/0ア ドレス、割 込 み レベ

ルな ど間違 えて設定 す る ことが あ るので 、 この場 合 は、最初 の設定 か らや り直す 。

④ 各種 の ドライバ ー ・ソフ トが用 意 されて い るが、TCP/IPの 場 合 は、 パ ケ ッ トドライ

バーを利用 す る。通 常 、 イ ソス トール ・プ ログラムが用 意、され てい るの で、 メニ ュー画

面 に従 って、i操作 して行 けば よい。 この時 、必 要 な情 報(シ リアル番 号 、 許 可番 号 、

IPア ドレス、 ホス ト名、 サ ブネ ッ トビ ッ ト数 な ど)を 事前 に メモ して お くと能 率 よ く

作 業 が行 え る。 な お、TCP/IPの プ ロ トコル ス タ ック ・レイヤー はFig4の 構i造 を して

い る。

TCP/IP

Applications

TCP/IPKernel

PacketDriver

TCP/IP

イ ソ タ ー フ ェ ー ス ・カ ー ド

Ethernet

Fig4TCP/IPプ ロ トコル ・ス タ ッ ク レイヤ ー
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⑤ 利 用環境 の設定 の前 に、今 まで の作業 が正 確 に行 われ た かを確認す る必 要 が ある。 ま

ず、PCTCP.INIフ ァイ ルの 内容 を点検 し、正 し く作 業 が行 わ れた ことを確 か め る。 こ

の作業 は、多少専 門的 な知識 と経 験 を必要 とす るが、落着 い て点検 をす れば よい。続 い

て、AUTOEXEC.BATを エ デ ィター一を用 い て書 き換 え る。例 えば、

@ECHOOFF

PATHB:¥BIN;B:¥DOS;B:¥PCTCP;

SETPCTCP・=B:¥PCTCP¥PCTCP.INI

PD1000

ethdry

PROMPT$P$G

次 に、CONFIG.SYSの 内容 を書 き換 え る。 例 えば 、

FILES=20

BUFFRS=10

FCBS=1

BREAKON

SHELL=B:¥COMMAND.COMB:¥/E:512/P

不要 な フ ァイル、作業 用 フ ァイル な ども削除 してお く。 そ して 、 リセ ッ トす れ ば運用 可

能 とな る。

A>ntvム サー一バ ー機 名(ホ ス ト名)

または、

A>ftpム サー バー機 名(ホ ス ト名)と キ ー入 力す れ ば、利用 可能 な状態 とな る。

以下 、利用 方法 につ いて は"セ ソター利用 の手 引 き"を 見 て いた だ きた い。

4.あ とが き

ネ ットワー クの利用は、最初 にネ ッ トワー クの原理、専門用語、略語が多用 されその意

味の理解に苦 しみ、その上、利用環境設定、 また、実際に始めて も応用知識、動作を必要

として敷居が高い、 これ らを一つづつ理解 し、問題 を解決す る必要がある。 しか し、一度

これを越えれば、次 よりスイ ッチを入れれば、自分 に最適 な情報環境 を自由に使 え、便利

この上ない、利用者 の皆様 も、 この情報環境 を使 って、研究や教育に役立てていただ きた

い 。
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別表1①=Ethernetア ドレス(セ グメ ト1) 1セグメン ト11

ブ ロ ー ドキ ャ ス トア ドレ ス:133.46.1.255

ネ ッ トマ ス ク :255.255.255.0

機 種 ホス ト名 IPア ドレス セグメソト 設置場所 プリソター 備 考

CONVEXC3420 convex 133.46.1.1 1 第2シ ステム室

SPARCstation2 sparc2 133.46.1.2 1 第2シ ステム室

IRISIndigo/xs ll1S 133.46.1.3 1 第2シ ステム室 canon

Annex-3 annex 133.46.1.4 1 第2シ ステム室

RICOHLP-5100 21CO 133.46.1.5 1 第2シ ステム室 ricoh

NCD17c ncdl 133.46.1.6 1 第2シ ステム室

PC-9801FA(1) pcO1 133.46.1.7 1 第2シ ステム室

PG9801FA(2) pcO2 133.46.1.8 1 第2シ ステム室

HP-9000 hp 133.46.1.9 1 画像処 理室

PG9801(1) pc11 133.46.1.10 1 第2シ ステム室

PC-9801(2) pc12 133.46.1.11 1 第2シ ステム室

PC-9801(3) pc13 133.46.1.12 1 研究開発室で定義

PC-9801(4) pc14 133.46.1.13 1 テ ス ト使 用(PC9801nv)

PC-9801(5) pc15 133.46.1.14 1 テス ト使用(PC9801VX)

SPARCclassic nuclas 133.46.1.15 1 教 養 部 教養部

C/S CSO1 133.46.1,201 1 第1シ ステム室

C/SA CS11 133.46.1,211 1 第1実 習室

C/SB CS12 133.46.1,212 1 第1実 習室

c/sc CS13 133.46.1,213 1 第1実 習室

C/SD CS14 133.46.1,214 1 第1実 習室

C/SE CS15 133.46.1,215 1 第1実 習室

C/SF CS16 133.46.1,216 1 第1実 習室

C/SG CS1? 133.46.1,217 1 第1実 習室

C/SA CS21 133.46.1,221 1 第2実 習室

C/SB CS22 133.46.1,222 1 第2実 習室

C/SC CS23 133.46.1,223 1 第2実 習室

C/SD CS24 133.46.1,224 1 第2実 習室

C/SE CS25 133.46.1,225 1 第2実 習室

別 表1②=Ethernetア ドレス(セ グメ ト2) iセグメソ ト21

ブ ロ ー ドキ ャ ス トア ドレ ス:133.46.2.255

ネ ッ トマ ス ク =255.255.255.0

機 種 ホ ス ト名 IPア ドレス セグメント 設 置場所 プ リソター 備 考

SPARCstation2 center 133.46.2.1 2 第2シ ステム室

SPARCIPX(1) ipxl 133.46.2.2 2 第3実 習室 ipxl

SPARCIPX(2) ipx2 133.46.2.3 2 第3実 習室 ipx2

SPARCIPX(3) ipx3 133.46.2.4 2 第3実 習室 ipx3
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別表1③=Ethernetア ドレス(セ グ メ ト3) 1セグメソ ト31

ブ ロー ドキ ャ ス トア ド レス:133.46.3.255

ネ ッ トマ ス ク =255.255.255.0

機 種 ホ ス ト名 工Pア ドレス セグメソト 設置場所 プリンター 備 考
SPARCIPX(1) serverl 133.46.3.1 3 第3実 習室 ipxl

SPARCIPC(1) ipcl 133.46.3.2 3 第3実 習 室

SPARCIPC(2) ipc2 133.46.3.3 3 第3実 習 室

SPARCIPC(3) ipc3 133.46.3.4 3 第3実 習 室

SPARCIPC(4) ipc4 133.46.3.5 3 第3実 習 室

SPARCIPC(5) ipc5 133.46.3.6 3 第3実 習 室

SPARCIPC(6) ipc6 133.46.3.7 3 第3実 習室

SPARCIPC(7) ipc7 133.46.3.8 3 第3実 習室

SPARCIPC(8) ipc8 133.46.3.9 3 第3実 習室

SPARCIPC(9) ipc9 133.4fi.3.10 3 第3実 習室

SPARCIPC(10) ipc10 133.46.3.11 3 第3実 習室

SPARCIPC(11) ipc11 133.46.3.12 3 第3実 習室

SPARCIPC(12) ipc12 133.46.3.13 3 第3実 習室

別 表1④=Ethernetア ドレス(セ グ メ ト4) 匡 グメソト41

ブ ロ ー ドキ ャ ス トア ド レス:133.46.4.255

ネ ッ トマ ス ク 255.255.255.0

機 種 ホス ト名 正1ア ドレス セグメソト 設 置場所 プ リソター 備 考

SPARCIPX(2) server2 133.46.4.1 4 第3実 習室 ipx2

SPARCIPC(13) ipc13 133.46.4.2 4 第3実 習室

SPARCIPC(14) ipc14 133.46.4.3 4 第3実 習室

SPARCIPC(15) ipc15 133.4fi.4.4 4 第3実 習室

SPARCIPC(16) ipc16 133.46.4.5 4 第3実 習室

SPARCIPC(17) ipc17 133.46.4.6 4 第3実 習 室

SPARCIPC(18) ipc18 133.46.4.? 4 第3実 習 室

SPARCIPC(19) ipc19 133.46.4.8 4 第3実 習 室

SPARCIPC(20) ipc20 133.46.4.9 4 第3実 習 室

SPARCIPC(21) ipc21 133.46.4.10 4 第3実 習室

SPARCIPC(22) ipc22 133.46.4.11 4 第3実 習室

SPARCIPC(23) ipc23 133.46.4.12 4 第3実 習室

SPARCIPC(24) ipc24 133.46.4.13 4 第3実 習室
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別表1⑤=Ethernetア ドレス(セ グ メ ト5)
セ グ メ ソ ト5

ブ ロー ドキ ャ ス トア ド レス:133.46.5.255

ネ ッ トマ ス ク 255.255.255.0

機 種 ホス ト名 工Pア ドレス セグメソト 設 置場所 プリソター 備 考

SPARCIPX(3) server3 133.46.5.1 5 第3実 習室 ipx3

SPARCIPC(25) ipc25 133.46.5.2 5 第3実 習室

SPARCIPC(26) ipc26 133.46.5.3 5 第3実 習室

SPARCIPC(27) ipc27 133.46.5.4 5 第3実 習 室

SPARCIPC(28) ipc28 133.46.5.5 5 第3実 習 室

SPARCIPC(29) ipc29 133.46.5.6 5 第3実 習 室

SPARCIPC(30) ipc30 133.46.5.7 5 第3実 習室

SPARCIPC(31) ipc31 133.46.5.8 5 第3実 習室

SPARCIPC(32) ipc32 133.46.5.9 5 第3実 習室

SPARCIPC(33) ipc33 133.46.5.10 5 第3実 習室

SPARCIPC(34) ipc34 133.46.5.11 5 第3実 習室

SPARCIPC(35} ipc35 133.46.5.12 5 第3実 習 室
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